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■この違いは何なのか？
　ノルウェー・オスロ国際空港を出
ると，夏の太陽は灰色の雲に隠れて
いました。外は涼しく，8 月にもか
かわらず人びとは長袖姿です。
　ノルウェーの首都オスロ。ここか
ら車で 20 分ほど行ったところに，
私の友人であるグリーさんが勤める
施設があります。コンラッド・スベ
ンソン・センター。聴覚障害者用の
入所授産施設です。ここは Signo（発
音は「シグノ」，英語の Sign，つまり
手話の意）という民間組織によって
運営されています。
　駐車場の前には美しい緑の芝生。
その中央に瀟洒な 2 階建ての建物。
　「この辺りは海に面していて眺め
がいいし，街にも近いでしょう。だ
から人気があるの」とグリーさん。
　施設というよりも，リゾート地の
ホテルといった趣の建物に入ると，
正面の窓から海が見えます。右手に
は食堂。シンプルな木製のテーブル
と椅子が並んでいて，落ち着いた雰
囲気。電気はつけていないのに，と
ても明るい。海が見える窓がいくつ
もあり，壁やカーテンはパステルカ
ラーで統一されていました。日本の
障害者施設ではお目にかかれない，
美しくデザインされた建物です。
　北欧はこれで 3 回目。イギリスや
フランスに比べれば，北欧諸国に
華々しい歴史があるわけでもない。
有名な産業も聞かないし，人口だっ
て少なそうだ。経済的には日本のほ
うが恵まれていそうに見える。とこ
ろが，現実は違います。北欧人たち
の家はどれも美しく，そして大きい。
公務員も会社員も厳密な 7 時間半

労働で，夕方 4 時には帰宅する人も
多い。さらに有給休暇は年に 6 週
間。
　一体なぜこれほどの違いが生まれ
るのでしょうか。

■かつての北欧は貧しかった
　ルネ・バードセン施設長にこの施
設の設立について聞きました。
　「ここは 1897 年にある一人の聾
者の神父により設立されました。コ
ンラッド・スベンソン神父です。彼
はノルウェー中を視察し，自分と同
じ聾者の多くが教育も知識もないと
いう現状を知りました。そこでキリ
スト教的信仰と教育を与えるため
に，彼らを呼び寄せたのです。当初
は，2～4 週間の滞在の予定でした
が，多くの人はその後も残ることに
なります。なぜなら彼らの故郷の家
は貧しく，教育を受けることはでき
ないからです。家に戻っても彼らに
は未来がなかったのです。しかしこ
こなら，肉体労働に従事するための
技術を身につけることが可能でし
た。これが，この組織の始まりです」。
　ノルウェーはお隣のスウェーデン
やデンマークと同様に福祉大国とし
て知られます。「北欧の福祉が充実し
ているのは，お金持ちだから」。そ
う考えている人は多いと思います
が，そう単純な話ではないようです。
　ノルウェーが裕福な国となったの
は 70 年代から。北海で石油が発見
され，開発に着手したのです。今で
はロシア，サウジアラビアに次いで
世界第 3 位の産油国。原油と天然ガ
スの輸出量は，同国の輸出量の約半
分を占めています。

　国の財政が豊かになるにつれ，セ
ンターにも変化が表われます。
　「これはスベンソン神父が始めた
活動であり，行政によるものではあ
りません。そのため 1970 年までは
スタッフはすべてボランティアでし
た。今は国に認められ，税金から給
料が支払われています。また当初は 
1 か所だった施設も，今ではノル
ウェー全土に 9 つを数えるように
なりました」。

■知恵で，生活の質を向上させる
　ここで簡単に北欧の歴史を復習し
てみましょう。
　「かつての北欧は，ヨーロッパでも
辺境の小国でした。厳しい自然環境
と欠しい資源による，貧しく暗い時
代が 20 世紀初頭まで続きました。
貧困ゆえに教育レベルは低く，ス
ウェーデンやノルウェーでは，北部
を中心に餓死者が出た地域もあり，
労働口を求め数百万もの国民がアメ
リカやほかのヨーロッパ諸国へと移
民していきます。
　北欧がそうした苦汁の時代に終止
符を打つことになったきっかけに
は，ほかのヨーロッパ諸国に比べて
少し遅れて起きた産業革命がありま
す。機械化が進むにつれ，人びとは
人口や国土規模が小さく，資源が少
なくとも，知恵を絞ることで生活の
基盤を作り上げていけることを知り
ます。そして，生活水準が向上して
いくなか，教育にも注力し，発明や
技術開発が進むなど，徐々に生活の
質の向上を実現する制度と経済力を
もち合わせていくのです」1）。
　簡単に言ってしまうと，長く苦し

「幸せ天国」北欧の謎
ノルウェーの聴覚障害者施設， 
コンラッド・スベンソン・センター訪問記
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海に面した高台に建つコンラッド・スベン
ソン・センター

訪問ほっとらいん

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

00
8

2026/09/14 17:20:03



　訪問看護と介護 Vol.13　No.1　2008………45

い時代の経験が，現在の福祉の充実
を生んだわけです。障害をもつ人で
あっても，ほかの国民と同じような
暮らしを提供する。こうした考えが，
この施設にも行き届いています。
　バードセン氏に現在の支援体制に
ついて聞きました。
　「ケアワーカーは 160 人います。
その多くがパートタイムです。利用
者は約 60 人で，敷地内に住んでい
ます。またショートステイとして短
期的に利用する人もいます。そのほ
か 10～15 人ほどが近隣から通い，
ここで働いて帰ります。
　働くといってもそれほど難しい作
業はできません。ここは聾者のため
の施設ですが，実はほとんどの人が
聾以外の障害をもっています。また
高齢者も多いので，簡単な作業を行
なっています。ほかにも，敷地の周
りは自然が豊かですから，散歩に行
くなどのアクティビティをします」。
　こうした何かしらの『仕事』をする
ことが利用者の生活には必要だ，と
バードセン氏は訴えます。さらに個
室を用意することで，プライバシー
と十分な居住スペースを確保するこ
とも必要だと言います。
　「部屋はすべて個室です。1984 年
に改築され，全員が個室を持てるよ
うになりました。これには 100 万ク
ローネ（約 2000 万円）かかりまし
た。費用はすべて県と国からの支援
です。現在，新たな宿泊施設を建設
しています。より広い部屋を提供す
るためです。今の部屋は約 20 m2。
これを倍以上の 55～60 m2に拡張し
ます。ベッドルームとリビングルー
ム，キッチン，バスルームがつきま

す。これが，ノルウェーにおける高
齢者や障害者施設の平均的な広さな
のです。費用はほとんど税金でまか
なわれます。利用者の自己負担は食
事代や電気代などごくわずかです」。

■良い生活とはなにか？
　バードセン氏は「利用者に良い生
活をしてもらうことが目標だ」と言
います。その「良い生活」とは……。
　「良い生活とは，不自由のない生活
という意味とは少し違います。自分
でできることは自分でする生活で
す。もちろん，各利用者の条件に合
わせてですが。
　そのためにケアワーカーは，利用
者の声にしっかりと耳を傾けること
が大切です。そして，ちゃんと話し
合い，利用者自身に物事を決定させ
るのです。できる限り自分のケアは
自分でしてもらう。ケアする側には
辛抱強さが必須ですね」。
　最後に，この施設が抱える課題に
ついて聞きました。
　「私にとっては経営面が課題です。
つまりお金ですね。いつもこれに頭
を悩ませています（笑）。より良い運
営にはやはりもっと資金が必要で
す。そこで県や国と交渉し，妥協点
を見出そうとしています。
　また将来的な懸念としてですが，
この国の福祉はおそらく高齢者を重
視することになるでしょう。そうす
ると障害者に対するケアは優先順位
が低下します。10 年，20 年先には
何らかの対策が必要になるはずで
す。とはいえ，ノルウェーは経済的
に豊かな国です。彼らへのケアもで
きるはずだと信じています」。

■経済大国よりも幸せ大国
　かつては北欧にも列強に対抗でき
る大国を目指した国がありました。
　しかし戦争に敗れ，大国との差が
広がるにつれ，その拡張路線に変更
が迫られます。そこで北欧全体とし
て「中立外交」を基本とし，小国は小
国のまま，工業や農業など各国の得
意分野を伸ばすことで，国際競争力
をつけていくことになります。
　こうした歴史的経緯は日本とも重
なる部分があります。戦争に破れ，
軍事大国からの方向転換を余儀なく
されたこと，知恵を絞ることで経済
成長を実現させたこと，教育に力を
注いできたこと，などなど。
　しかし，北欧の選択は「軍事がダメ
なら経済で」と，経済大国を目指すも
のではありませんでした。苦しい時
代を教訓として，国民の生活の向上，
そしてすべての国民が幸せに暮らす
ことを目指したのです。
　その一方，日本が選んできた道は，
どのような結果をもたらしたのか。
　美しいオスロの街から，熱帯夜が
続く日本に戻り，何の計画性なく作
られた街並みを眺めていると，帰国
の喜びは消え失せてしまいました。
そして，またこれから長時間労働の
日々が始まるのか，と思うと，いつ
の日か北欧に移住しようなどと真剣
に考えてしまうのでした。
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大きなテーブルを囲み，手話での会話を
楽しむ入居者の皆さん

窓が多く，自然光にあふれ，開放的な雰
囲気の漂う食堂

心よくインタビューに応じてくださった
ルネ・バードセン施設長
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